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芽室町小中一貫教育基本方針の策定について 

 

１ 目的 

「地域とともにある学校づくり」であるコミュニティ・スクールを基盤として、同一中学

校区の小、中学校を一つの学園として捉え、系統性・連続性を重視した、義務教育 9年間の

一貫性のある教育を推進することにより、学力・体力の向上や中１ギャップの解消等を図る

中で、次代を担う子どもたちに「未来を創り、未来を拓く力」を育むことを目的とする。 

 

２ 基本方針 

（１） ふるさとと夢をつなぐ 

児童生徒に芽室町への愛着と誇り・夢への挑戦心・自己有用感の醸成 

（２） 学校と地域をつなぐ 

社会に開かれた教育課程を基軸とした学校と地域の協働関係の強化により、持

続可能な地域づくりにつなげる 

 

３ 重点 

（１） 各中学校区において、小学校卒業時 12歳と中学校卒業時 15歳の春における 

「めざす子ども像」の共有  

（２） 「めむろ未来学」をはじめとする学びの系統性・連続性を重視した小中一貫 

カリキュラムの編成・実施 

（３） 小１プロブレム、中１ギャップの解消を図る各学年、および、校種間の円滑 

な接続 

（４） 既存の小学校・中学校コミュニティ・スクールを基盤とする 

 

４ 小中一貫教育の軸 

・「めむろ未来学」の推進～探究・提案・発信型の学びの重視 

・学力・体力の向上と豊かな心の育成～探究的な学びの重視 

・幼保小と校種間の円滑な接続－小１ﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾑ、中１ｷﾞｬｯﾌﾟに関する実践 

・合同校運営協議会の設置と一体感のある協働活動 

・「めむろ郷育・夢育応援団本部」との連携・協働 

・小中学校教職員の協働体制確立 ・PTA 活動の充実 ・「芽室ジモト大学」の推進  

 

５ 組織 右図 

 

６ 策定委員会 

各中学校校区代表者で構成 

第 1回 

令和 5年７月 10日（月） 

第 2回 

令和５年 11 月 13 日（月） 

第 3回 

令和６年１月 31日（水） 
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芽室町コミュニティ・スクール 

   芽室町のコミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育（案） 

 

「地域とともにある学校づくり」であるコミュニティ・スクールを基盤と
して、同一中学校区の小、中学校を一つの学園として捉え、系統性・連続
性を重視した、義務教育9年間の一貫性のある教育を推進することにより、
学力・体力の向上や中１ギャップの解消等を図る中で、次代を担う子ども
たちに「未来を創り、未来を拓く力」を育むことを目的としています。 

心豊かで「次代に輝く芽室の人」を地域全体で育みます！ 
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・各中学校区ごとの合同学校運営協議会代表者等で組織する 

   

 

□「めむろ未来学」の推進～探究・提案・発信型の学びの重視 

・「郷育・夢育」を軸とした９年間の指導計画の実践・検証 

・食農教育やキャリア教育、ＳＤＧｓの取組の推進 

・「一流を見て、聴いて、学ぶ」「郷育・夢育推進事業」の充実など 

□学力・体力の向上と豊かな心の育成～探究的な学びの重視 

・「全国学力学習状況調査」、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の弱点克服を図る指導の充実 

・中１ギャップ解消～乗り入れ授業や小中合同学習（新体力テストなど）  

・ＡＩドリルの活用や発達段階ごとのＩＣＴスキルやプログラミング教育の明確化 

・学習規律や家庭学習の手引きの作成と活用 

・生徒指導の連携やいじめの早期発見・解決、不登校支援システムの組織化 

・合同学校行事や児童会と生徒会合同活動 

□幼保小と校種間の円滑な接続－小１ﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾑ、中１ｷﾞｬｯﾌﾟに関する実践 

□合同学校運営協議会の設置と一体感のある協働活動 

・各小中学校の学校運営協議会との連携 

□「めむろ郷育・夢育応援団本部」との連携・協働 

・めむろ郷育・夢育応援団員を活用した学習支援の充実 

・挨拶運動やゴミ拾い活動などの地域との特色ある協働活動 

□小中学校教職員の協働体制確立     

・各校における組織運営、校務分掌等の体制確立 ・各種研修会の実施  

□PTA 活動の充実 ・中学校区の合同活動 ・町Ｐ連活動の充実 

□「芽室ジモト大学」の推進  

・地域の大人と共に未来を創る人材育成プログラム 

―児童生徒に芽室町への愛着と誇り・夢への挑戦心・自己有
用感の醸成 

―社会に開かれた教育課程を基軸とした学校と地域の協働
関係の強化により、持続可能な地域づくりにつなげる 

◆ 具体的な小中一貫教育の軸 
 

１ 各中学校区において、小学校卒業時12歳と中学校卒業時15歳の春における「めざす子ども像」の共有  

２ 「めむろ未来学」をはじめとする学びの系統性・連続性を重視した小中一貫カリキュラムの編成・実施 

３  小１プロブレム、中１ギャップの解消を図る各学年、および、校種間の円滑な接続 

４  既存の小学校・中学校を存続させた形で、コミュニティ・スクールを基盤とする 

 

 


